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保 証 書 I持込修理 I

機 種 水中ポンプ YK-532/YK-632/YK- 532A/YK- 632A 

保証期間 お買上げより1年間。但I.,. 1年以内でも ※ お買い上げ日 年 月 日累計使用時間3000時間を超えるものは除く

※お名前 ※ 
住所〒

お
〒 売

様 ※ご住所
氏名

電話 （ ） 店 軍話 （ ） 
※に記入のない場合は無効になりますので必ずご確認ください。

この保証書は本書に明記した期間、条件のもとにおいて、下記
記載内容で無料修理をお約束するものです。
保証期間経過後の修理等について、こ不明の場合は、販亮店に
お問い合わせください。

保証期間内に取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書きにしたがった正常なこ使用状態で故障した場合に
は、本記載内容に基づき無料修理いたします。お買い上げ日から保証期間内に故障した場合は、商品と本書を
お持ちいただきお買い上げ販売店に修理をご依頼ください。

1．保証期間内でも次のような場合は有料修理となります。
〈イ〉使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。
〈口〉お買い上げ後の落下、運送等による故障または損傷。
〈ハ〉火災・地震 ・ 水害・落雷•その他天災地変、公害等による故障または損傷。
〈二〉家庭用以外（例えば業務用等）に使用された場合の故障または損傷。
〈ホ〉本書のご提示がない場合。
〈へ〉本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
〈卜〉消耗品は有料修理となります。

（メカニカルシ ール ・ 0リング・カップリング・竹の子ニップル・インペラ ・ 各種パッキン ・ ジュビリバン
ド・オイルシール・潤滑油）

〈チ〉車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障または損傷。
2．本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
3．この商品は持込修理に限らせていただきます。出張修理はいたしません。
4．本書は日本国内についてのみ有効です。

忠翌工軍

京都府長岡京市神足上八ノ坪12

●製品についての取扱い方法・商品選定は…

●カタログ等、資料請求は…

●購入後1年以内の製品で故障かな？と思ったら …

お電話頂きます際は、型式•お買上年月日・故障状況をお知らせください。
平日：9:00~12:00 13:00~17:00 土曜：9:00~12:00（年末年始・夏期休暇等・日祝日を除く）

※フリ ーダイヤルの受付時間に変更がある場合は、弊社ホ ームページにてご案内させて頂きます。

お問い合わせ相談窓口

臨0120-075-540
キョウトのコ ーシン

●製品の修理 ・ パーツについては、お買い上げの販売店にご相談ください。
●製品の価格・納期は、代理店・販売店にお問い合わせください。

KOSHIN :ば工直--
〒617-8511 京都府長岡京市神足上八ノ坪12

●このたびは、 当社製品、 商易汚物用水
中ポンプをお買い上げ頂き誠に有難う
ございます。

●この取扱説明書には、 正しく安全にご
使用いただくための注意事項が記載さ
れています。 こ使用になる前に必ず本
書をお読みになり、 使用方法をご理解
ください。（誤った使用方法は事故・ケガ
の原因となります。）

●取扱説明書は、 何時でも見られるよう
に大切に保管してください。

※この取扱説明書は、本文中のポンプの型式について、
以下のように省略して記載しております。
YK-□32 … YK-532、 YK-632
YK—□32A · ·· YK-532A、YK-632A一

菰喜c:::J

家庭用水中ポンプ
YK-532 
YK-632 
YK-532A 
YK-632A 

取扱説明書（保証書付き）
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改良のため、予告なく仕様を変更する場合がさざいます。
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｀乎遵麹匂-
※ご使用の前に、 この 「安全上のご注意」をよくお読みの上正しくお使いく ださい。ここ

に示した注意事項は製品を正しくお使い頂き、 あなたや他の人々への危険や損害を未然
に防止するためのものです。また、 注意事項は次のように区分しています。

■表示内容を無視して、誤った使い方をした時に生じる危険や損害の程度を次の表示で「危
険」「警告」「注意」に区分し、説明しています。

安全上の注意

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

△危険 人が死亡または、重傷などを負う可能性が高いと考えられる内容です。

△警告 人が死亡または、重傷などを負う可能性が想定される内容です。

△注意 人が損傷を負う可能性及び物的損傷の発生が想定される内容です。

® この記号はしてはいけない
◎

この記号は必ず守っていただ＜
「禁止」の内容です。 「実行」の内容です。

A警告
® 修理技術者以外の人は、修理や分解・ 改造を絶対にしないでください。

→異常動作をして怪我をしたり、火災・感電・故障の原因となります。

® 濡れた手で電源プラグを触らないでください。
→感電の原因となります。

® 人や生き物が入っているところで使用しないでください。
→感電の原因となります。

アース接続を確実に行ってください。
◎ アース線はガス管•水道管・避雷針・電話のアース線に接続しないでください。

電気工事店による第三種設置工事が必要です。
→アース接続が不完全な場合は、感電の原因となります。

◎ 専用の漏電遮断機（ブレ ーカ ー）を設置してください。
→漏電の時に感電する恐れがあります。

◎ ポンプに子供が触れないよう、隔離措置をしてください。
→事故の原因となります。

◎ 電気設備や配線工事は電気工事店に依頼してください。
→誤った配線は火災・感電の原因となります。

◎ 掃除や点検をするときは、電源プラグを抜いて行ってください。
→感電や怪我の原因となります。

△注意
YK—□32／□32Aは【清水(※1) ・ 汚水(※2) ・ 簡易汚物(※3)専用】です。
それ以外の液体を使用した場合には保証外となリます。
又、5℃~40℃以外の液温では使用できません。

使 ※1 …清水とは、水道水、濁りのない井戸水、農業用水を示します。
用 ® ただし、清水でも飲料水や食品用には使用できません。
上 ※2 …汚水とは固形物を含まない汚れた水を示します。
の ただし、スラリ ー・ 士砂水等の異物を含んだ水に使用すると
ご ポンプ寿命が著しく短くなリます。
注 ※3 … 簡易汚物とは固形物（やわらかいもの）を含んだ水を示します。
意

® ポンプを落としたり、火気に近づけないでください。
→怪我・故障の原因となります。

®運転中にポンプを移動したり、本体内部に手や指を入れないでください。
→怪我や故障の原因となります。

霊 電源コー ドや電源プラグが傷んでいないか、コンセントの緩みがないか、
◎ 電源プラグやその周囲にほこりがついていないか、定期的に確認して

； ください。また、異常がある場合は使用しないでください。
→火災・感電・ショ ー トの原因となります。

® 霞源コー ドを傷つけないでください。加工や無理な曲げ・ 引っ張り・

ねじり・ 束ねや重いものを載せたリ、挟み込んだりしないでください。
づ‘ →火災・感電・ショ ー トの原因となります。
の タコ足配線をせず、定格15A以上のコンセントを単独で使用してください。
'-
ーフ ◎ また延長コー ドを使用する際はP.6記載の延長コー ドをご使用ください。注＇・コ壱==、 →火災・感電・異常発熱の原因となります。

使用後は必ず、電源プラグをコンセントから抜いてください。
電源プラグを抜くときは、電源コー ドを持たずに先端の電源プラグを◎ 持って抜いてください。また、ポンプを水中から引き上げるときは、

使
電源コー ドを持たないでください。
→コ ー ド破損による火災・感電の原因となります。

用 ご使用にならない時は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、
後 ◎ ポンプを水中から出してください。の
ご →絶縁劣化による感電・漏電の原因になります。
注 動かない場合や異常のある場合は、直ちに電源プラグを抜いて、
意 ◎ 紐い上げの販売店に点検修理をご依頼ください。

→火災・感電の原因となります。
ポンプの運転を停止できない状況では、ポンプの故障に備えて◎ 予備のポンプを設置してください。
→ポンプの故障時にも安心です。
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響手迫且4ぼヰ陪；�
YK-□32.YK-□32A 開梱すると本体と次の様な部品が入っています。全て揃っているか確認してください。

，ハンドル
，

〈付属品〉 ――――l 〈性能曲線〉
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フロ ー ト(YK-□32Aのみ）

〈外形寸法図〉
※フロ ー トが付いているのはYK-D32Aのみ
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〈仕様〉
機 種 名 YK-532 | YK-532A | YK-632 | YK-632A 
周 波 数 50Hz | 60Hz 

ポ 口 径 32mm (Gl 1/4 ") 

ぅ 全 揚程 7.Sm C0.075MPa) 
最大吐出量 140L／分 | 150L/分
電 圧 AC-lOOV 

モ 定 格 電流 4.lA | 3.8A 

ょI 
出 力 180W 
消費電力 365W | 337W 
電源コ ー ド 0.75mm次4m

電 気代目安 8.0円 | 7.4円
本 体重量 4.0kg | 4.2kg | 4.0kg | 4.2kg 

この仕様は改良な どによ り、予告なく変更されるこ とがあ り ます。
4 

電ー訓晒『U:
田確認事項
1．ポンプの型式 ・ ロ径 ・周波数 ・電圧等に間違いはないかを確認し てください（銘板参照） 。 50Hz 0 

特に周波数 ・電圧が異なりますと、ご使用になれませんのでこ‘注意ください。 こ：さこ］
2.電源に電源コ ー ドを接続する前に アース線（緑色）は、必ず接地（ アース）し てください。 60Hz 0/ 

また、万ーの漏電事故を未然に防ぐ為に漏電遮断器を取付けるようにし てください。
（※漏電遮断器は付いておりません 。電気店などで取り付け依頼をし てください。）

アースの取り付け方
（万＿の漏電や感電事故防止のために必ず行ってください。）

［電源コンセントのアース端子に接続する場合］

① コンセントのアース端子に電 源コードプラグのアースクリップを 確実に取り付けてください。

＆注意I漏電遮断器はア ー ス接続しないと感知しませんのでご注意ください。

鵬囀ヨ
電 源コー ドプラグ

子端

線

ス

ス

一ァ

ア
[
』

:

①

②
 

図

図

ア ー ス端子

ア ー スクリップ
ー ス線

②アースクリップによる取り付けが不安定な時は、アース線からクリップ部を 切り取りアース
線先端を 約30mmむき出してください。 （図①参照）その際、芯線を 傷つけないようにして
ください。 折れることがあります。アース線の芯線をコンセントのアース線に巻きつけて、
確実に固定してください。 （図②参照）

③漏電遮断器 動作確認

漏電遮断器はついていません。
＆注意 I 別売の漏電ブレーカ ー 付コンセント（部品番号：0109186)をご使用ください。）

漏電遮断器は月に1回程度 動作確認テストを行ってください。
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こ，，使用になる前に こ使用になる前に

I 電気工事業者様へ I 
［アース付コンセントでない場合］

アー ス工事は、 電 気工事技術者にもとづいて、 電 気工事士が行っ
てください。必ず、 第3種接地工事を行ってください。（第3種接地 ↑さ••0.&·:9.0ヽ．0�1 1-� 
工事について：接地抵抗計で コンセントと大地ア ー ス間を測定し ・・ヽ．．． ， 

40cm以上:,·ぷ認•'●● ：ヽl

たときに抵抗が 500オーム以下であることを 確認してください。） アース棒土贔

［アース線の簡易的な確認方法］ | 
仁—→
50cm以上

テスター で電 源コンセントの一方と大地ア ー ス線との間の電 圧を
測定し、 電 源コンセントの一方がゼロ V、 一方が 100Vであることを 確認する。両方ゼロ
Vまたは両方 100Vのときは大地ア ー スを接地し直してください。
〈注意〉テスター の内部抵抗により誘導電 圧が発生し、電 源コンセントの一方が 100V、も
う一方が 70V未満の電 圧を表示することがあります。 （テスター の コー ドに1k0の抵抗
を付けると正 確なゼロ Vが測定できます。）
ただし、デジタルテスター 使用のときは、数値が安定しないことがあるのでアナロ グ式テ
スター の使用を推奨します。

0水道管、ガス管、電 話線及び避雷針等に絶対にアー スを接続しないでください。
爆発 ・ 感電 の恐 れがあります。（屋外でア ー ス棒を使用する場合）

〇アース工事は必ずプラグを電源コンセントから抜いて行ってください。感電の恐れがあります。
0アース工事・アース線の確認は、必ず電気工事士が行ってください。感電の恐れがあリます。

3．延長 コー ドをご使用になる場合は、右記仕様の
コー ドをご使用ください。
右記より細い コー ドを使用されますと、電 圧降
下による故障異常発熱等が発生します。
できるだ け、太 い コー ドをご使用ください。

4．スイッチは付いておりませんので、必要に応じ
て市販のスイッチをコンセントの先に取付けて
ください。その際は右記の定格以上のものをご
使用ください。

延長コ ー ド太さ 延長コ ー ド使用可能長さ

0. 75mm2 20mまで

1. 25mm2 40mまで

機種 スイッチ定格
YK—□32 125V / 20A YK—□32A 

心注意I コンセント接続部は絶対に水に濡らさないようにしてください。

5．ポ ンプの移 動の際は、ハンドル部分を持ってください。
また、設置をする時はロ ー プなどをハンドルに結び付けて設置や引き
上げを行ってください。

l △
注意 I □9孟；；tt；スを持って行うと、断線やホー ス

6．ポ ンプの設置は、水が一番集まりやすい場所に設置してください。
また、設置する地盤が軟弱な時は、ポ ンプが沈下しないように
ポ ンプの底に木板やブロ ック等を敷いてください。

ポンプで揚水する水は90％以上の水分が必要です。
心注意 I 細かい粒子のまじった土砂等の異物を多量に含んだ水を

揚水すると故障の原因となります。

7．ポ ンプは必ず水の中に入 れて使用してください。
モー ターの保護を含めて、ポ ンプは全水没させることをおすすめします。

＆注意 I ポ ンプを空気中で運転しないでください。
故障の原因となります。

8．ホー スを接続する時は、製品付属のガソプリングやジュビリバンドをご使用の上、
確実に取付けてください。（ホー スの取付方法参照 P.10) 

9．発電 機を使用する際は、下記容量をご使用ください。ポ ンプの消費電力 の3~5倍の容量
が必要です。
| YK—□32・ ロ32A: 1.2kW以上I

凸発電 機の取扱説明書を十分お読みの上、正しく使用してください。

10．このポ ンプは循環用の24時間連続運転には使用できません。
1日に8時間以内の運転設定としています。（消耗品の寿命は累計使用時間3000時間）
24時間連続運転を行いますと、ポ ンプ部とモ ー タ一 部とのシー ル部分の摩擦 ・ 劣化が進行
しやす く、故障の原因となります。

11. YK—□32／□32Aは【清水・汚水・ 簡易汚物専用】です。
(P.2 「安全上の注意」参照）

冒胃薬品・ 塩等の入 った水には ご使用頂 けません。
ー ポ ンプの故障の原因になります。

心注意I漏電遮断器をスイッチの代わりとして使用しないでください故障の原因となリます。
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こ使用になる前に

②保護装置（サーマルプロテクター ）について
ポ ンプ内部にはモ ー ター の保護の為、サーマルプロ テクター が内蔵されています。
何らかの原因で過負荷運転となり、モ ー ター の温度が上昇した場合、自動的に停止しモ ー タ
ー の保護をします。（自動停止後にモ ー ター 内の温度が下がれば、 自動復帰します。）このよ
うな状態が続いたまま運転を続 けられますと、 故障の原因となりますので、 下記の点につい
て点検をお願いします。点検の際は必ず電 源プラグを電 源から抜いてください。

・インペラに異物が入 ってロ ックしている。(P.12 「保守・ 点検 」参照）
・ 電 源電 圧が低下している。

（取扱説明書に記載されている以外の延長 コー ドを使用したり容量の小さい発電 機を
使用しますと電 源電 圧が低下します。P.6(3.）および P.7(9.) 「ご使用になる前に 」参照）

・比重の大きい液体、または粘度の高い液体を使用している。
•長時間の空気中運転（空運転）。

匡ヘドロ 状の液体には使用しないでください。ポ ンプの故障の原因になります。

こ使用になる前に

④運転水位について

凸部を閉じたり開いたりする時は、指などを挟まないようこ注意ください。

●フロー トなし
(YK-□32) 

i

下④
 
T
 

T ④ 

戸m
開 I 4cm I 13cm 

(YK— □32Aのみ）

国フロ ー トスイッチ付（自動制御方式）ポンプについて
1. YK—□32Aは、フロ ー トスイッチにより、

ポ ンプの起動・停止が自動的にできる自動液面制御方式です。

2. 水位の上昇により、フロ ー トが起動水位まで上がると自動的に運転を開始し、
水位が下降しフロ ー トが停止水位まで下がると自動的に運転を停止します。

A:残水水位（目安）… ポ ンプを使用した後に残る水位
B：最低起動水位（目安）… ポ ンプ使用時に必要な水位

＆注意 1 水位が本体の1/3以下になると、ポ ンプの吸入力 により、水面に「渦」が発生し、
空気も同時に吸い込むことがあります。

フロ ー トスイッチは、壁側等、 放水等が直接フロ ー トにかからない位置に
他の物に触れない位置に据え付けてください。 据え付けてください。

翠硲．
叉•忍．． 乙

＆注意
k 

●フロー トあり
(YK-□32A) 

! 

⑨
 

©
 

-•
•

 
T 

⑲ 

c
 

D

 
E

 

牛 4~19cm
開9~17cm138~53cm 

c ：停止水位（目安）…揚水を停止する水位
D ：起動水位（目安）…揚水を始める水位
E:フロー ト調整幅（目安）… フロ ー ト コー ドを調整してD·Eの水位を調整できます。

起動水位と停止水位は、フロ ー ト コー ドの位置により、
＆注意 I 調節できますが調節範囲は表を参照してください。

これ以上ですと、フロ ー トスイッチが正常に作動しなくなります。
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◎フロ ー ト付機種でフロ ー トにかかわらず連続運転させたい場合は、 フロ ー

トを右図のように真上にくくりつけてください。
その場合の運転水位は、上記のYK王］32の例を参考にしてください。

， 

c�`’ �, 

: 、 ＂“ --

| 1 :、 口□□

C 



こ使用 になる前に

困 ホースの取付方法

● 竹の子ニップルを用 いる場合

ガソプリング

タケノコニップル

カップリング
パッキン タケノ コ ニ ップル

②ホ ー スにジュビリバンド
①上記の順番で を差し込み吐出口 の ③ホースを奥まで差し込み、

各部品をポ ンプの吐出口 に
ねじ込みます。

タケノ コニ ップルに ジュ ビリバン ド を工具で
差し込みます。 しっかリと締めつけて ください。

＆注意 I ホー スの取り付けは製品付属の部品をご使用の上、 確実に行ってください。
又、取り付け順を誤ると水漏れの原因となります、 ご注意ください。

1. ポ ンプを水中に沈めてください。 ロ ープを
電 源コー ドやホ ー スをもって行うと、断線やホ ー ス
抜 けが発生します。ポ ンプのハンドルにロ ー プな
どを結び付 け、ゆっく りと水中に入 れてく ださい 。
（本体全水没を推奨します。P. 9「運転水位につい
て」 参照。）

2. 水が一番溜まりやすく安定した場所へ垂直
泥土や砂地の場所でのご使用は、ポ ンプ下
から離してください。

3. 吐出ホー スの先端が水
に入 らないようにして＜ ヽ—S逆
ださい。
ポ ンプ停止時に、ホ ー ス
の先端が水面より高い
位の場合、サイフォ ンの
作用で水が逆流します。

ホースを水面から
出す

吐出ホー スの先端が吐出側の水中に入 っている場合、ポ ンプ停止時に
△ 注意 げィフォ ン現象により水が逆流します。

ポ ンプ停止時にはホー スを必ず水面より抜いて高い 位置に置いてください。

1 0  

使用方法

＆注意 市販のシャ ワ ーノズルなどもご使用になれますが、先端を完全に締め 切るの
は5分以内にしてください。

心注意
このポ ンプは1日 約8時間の運転設定としており、累計 約3000時間使用できま
すが、24時間連続運転には使用できません。シー ル部分の劣化が進み、早期
故障の原因となります。

4. 電 源プラグをコンセントに差し込んでください。

5. ポ ンプ運転中は空運転させないように水位に注意してください。
水が出なくなりましたら速やかにポ ンプを停止させてください。

ウォータ ーハンマー現象にこ注意ください。
ポ ンプ運転中に吐出ホ ー スを踏んだり、吐出側のバルブを急激に締め 切っ
たりすると、瞬間的に大きな圧力 がポ ンプケー ス内にかかります。
これはウォ ー ター ハンマー現象と呼ばれ、ポ ンプ破損の原因となりますので、

△注意 I ご注意ください

。

`
. o 

急激な吐出ホー スの
つぶ れ

エアロ ック防止バルブについて
ポ ンプ下部にできる空気だまりを解消するため、空気を逃がすためのボー ルが
入 っています＝ エア ロ ック防止バルブ
●水中に沈めた時に小さな空気の泡が出てくる

⇒エア ロ ック防止バルブが正常に 動作しています
●ポ ンプは 動いているのに吸水しない

⇒異物などにより内部のボー ルが固着している
1 解消方法 I ポ ンプを停止させ、穴から細い棒でボー ルを軽くつつく、水などで洗浄する

ポ ンプ

穴

ストレ ーナー

インペラ ／ ＼ 空気だまり 合水
※ エア ロ ック防止バルブの位置は製品によって異なります。

水

その他「おかしいな？ 」と思ったら…14ページ「故障と対処 」をご覧ください。

1 1  
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冒
―

非細匂；—
1. 使用後は必ず電 源プラグをコンセントから抜いて、ポ ンプを水中から引き上げてください。

水中に放置すると絶縁劣化による感電 や漏電 の原因になります。

心 注意I電 源コー ドやホー スをもって行うと、断線やホ ー ス抜 けが発生します。

2. 長期 間保管される時は、きれいな水の中で運転して内部洗浄を十分に行った上で
内部を完全に乾燥させてから保管するようにしてください。

電滋如！；一
田 絶縁抵抗の測定

定期的に絶縁不良チェ ックを行ってください。
メ ガテスター を用い2.SMO （ア ー ス線と電 源コー ド間）以上あ ればO.K．です。
異常がある場合は、販売店または最寄りの弊社サー ビス工場にて、点検・修理をご依頼＜
ださい。

単相

図 潤滑油 （流動パラフィン） の点検 ・ 交換
ポ ンプの最も重要な水密機構の軸封部は、流 動パラフィ ンにより油封されています。
（流 動パラフィ ンはエ ッソ クリストー ルNo.70または同等品、封入量は下記参照）

YK—□ 32 

封入量
YK—□ 32A 

14cc 

潤滑油 の点検は、1000時間ごと（または 6 ヶ 月 ごと）交換は2000時間 ごと
（または12ヶ 月 ごと）に行ってください。
抜き取った潤滑油が白濁している場合や、水が混入 している場合の封軸装置
（メ カ ニカ ルシー ルなど）の交換が必要です。

企注意 I
ご自分で分解・修理は絶対にしないでください。
修理は販売店又は最寄の弊社サー ビス工場へ ご依頼 ください。

1 2  

保守・点検

国 インペラの点検
ストレーナー やインペラにゴミ がつまると吐出量の低下やポ ンプ寿命に悪影響を及ぼし
ますので、時々 、下記要領でポ ンプの点検を行ってください。
また、流 動パラフィ ンの点検・交換を定期的に行ってください。

＆注意 1 ポ ンプ点検を行うときは必ずポ ンプを電 源より外してから行ってください。

〇 リング
ポ ンプベー ス

①ポ ンプベー ス下部の④ネジ(3ヵ 所）を外します。
上部に0リングがあるので無 くさないよう注意してください。

②インペラを手で持ってシャ フトに
付いている六角ナット(M6)を
外します。

シャフト
インペラ

六角ナット

流 動パラフィ ン
交換用ネジ

③インペラを手前に引いて外してください。

注意：流 動パラフィ ン交換用ネ ジは油 封
されていますので、点検修理 以外は
開 けないようにしてください。

ポ ンプベー スをきれいに水洗 いしてください。インペラを外したモ ー ター のシャ フト付近
の汚れも水洗 いしてください 組立の際は、各パッキ ンやワ ッシャ ー などを忘 れずに、分解
と逆の手順で組立を行ってください。

＆注意 I 上記以外の分解は絶対に行わないでください。

心 注意 I 部品に破損や磨耗がある場合は、必ず交換してください。

1 3  

可
ユ



い故障と処置 ｀ 

ポ ン プが
回 ら ない

考え ら れ る原因

電 源が入 っていな い

電 源コー ドの断線、
も し く は接触不良

処 置

電 源を入 れ る

響寿切£E-且辺は1111111
パー ツ は製品お買 い上げの販売店を通じこ注 文頂 けます。部品番号 、部品名 をご 確認の上、
販売店にご依頼 ください。
又、下記に記載のな い部品も弊社 ホームページよりパー ツ 表、価格をご覧 いただ けます。

点検 ・ 修理 r htt p : l/www. Kos h i n - l td . c o . j p ] 

電 源は 電 圧の低下 延長 コー ドの 確認
入 って

異物混入 による ポ ンプベー スをいる インペラのロ ッ ク 取り外し清掃 (P.13参照）
メ カ ニカルシール部分の 摩擦
に よ る モ ー タ ー 内への 浸水 販売店にて点検 ・ 修理

冒
エ ア ロ ッ クが起きている

安全装置が働 いている
（サー マルプロ テクター ）
異物混入 による
イ ンペラのロ ッ ク

水温の上昇

エア ロ ッ ク 防止バルブの清掃(P.11参照 ）

配管 ・ ポ ンプを再点検し
過負荷の除去
ポ ンプベー スを
取り外し清掃 (P.13参照）

水温を下げる

ポ ン プ性能の
低下

周波数 ・ 電 圧が適 切 でな い

ホ ー ス内のつまり、
曲 がりによる損失
ホ ー ス径が小さい、
ホ ー スが長い

空気を吸い込んでいる

銘板の値 と 電 源が同じか 確認

ホ ー ス内の洗浄、
曲 がりを少な く する
ホ ー ス径を太 く し、
長さを短 く する

水位を上げる

部 品 部 品 コ ー ド 部 ロ 名ロロ

◎ 0 0 PA-005 異径カップ リ ング クミ (32mmX25mm)【J AN :4971770-100053】

鬱 0 0 PA-008 同径ガy プ リ ング クミ (32mm X 32mm)【J AN :4971770-341128】

0 PA-083 カップリ ングパッキンセット (32mm) :3枚入【J AN:4971770-100565】

゜ 0341487 ジュビリバンド (020~32mm)

0341517 ジュビリバンド (025~40mm )

イ ンペラの磨耗 イ ンペラの交換

ポ ンプ内のつまり

吐出揚程が高い

ポ ンプ内の洗浄

揚程を下げる

漏電遮断器が動 く
（ ブ レー カ ー ）

収瓜� 電 源コー ドに 傷がある

延長 コー ドの中継部分が
ぬれ ている
メ カ ニ カ ルシ ー ルが摩耗し、
モ ー ター 内へ水が浸入

販売店にて修理

乾燥させる

販売店にて点検 ・ 修理

＆注意 I ご自分で分解・修理は絶対にしな いでください。
修理は販売店または最寄りの弊社サー ビス工場へ ご依頼 ください。

1 4  1 5  
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